
128

一橋大学国際教育交流センター紀要第 3 号（2021） 

128 

一橋大学国際教育交流センター紀要 投稿規定 
 

１ ＜テーマ＞ 日本語教育、日本事情教育、異文化間教育、国際教育、国際交流に関わる

もので、独創的な知見を備えたものとする。 

２ ＜執筆者＞ 1. 本センター関連教員のうち、専任教員および前年度授業を担当した

非常勤講師。執筆者が複数の場合は、第一執筆者が、本センター関連

教員であること。 

 2. 連携講座（言語社会研究科第 2 部門）博士課程在籍者、連携講座修

士・博士課程修了者（修了後 3 年以内）。ただし、単著または共著筆

頭執筆者としての投稿は 1 回限りとする。 

 3. その他、編集委員会が適当と認めた者。 

３ ＜ジャンル＞ 1. 論文 

研究論文にふさわしい論証の方法に充分な解釈、考察が加わったも

の。指定の書式で 12 枚程度。 

 2. 研究ノート 

研究論文につながる可能性を持った試論。論証の有無は問わない。指

定の書式で 6 枚程度。 

 3. 報告 

1 の＜テーマ＞に関わる調査報告または実践報告。指定の書式で 9 枚

程度。 

共著を含め、同一執筆者の同じジャンルへの複数の執筆は認めない。 

４ ＜査読＞ 編集委員会が選んだ本センター関連専任教員１名が査読を担当する。適

任者がいない場合は、センター外に依頼することも可能。なお、連携講座

博士課程在籍者および修了生の投稿は、事前に指導教員またはそれに準

じる教員の論文指導を受け、その承認の上で提出されたもののみ査読の

対象とする。 

５ ＜使用言語＞ 日本語もしくは英語。 

６ ＜校正＞ 執筆者本人が行う。 

７ ＜締め切り＞ 4 月末日、編集委員会まで。 
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８ ＜書 式＞ 以下の書式にしたがい、英文タイトル、キーワード（5 語以内）、要旨（400

字程度）、氏名（ひらがな表記と英語表記のもの）、所属を記載した電子フ

ァイル（MS-WORD）を提出する。 

 

• 用紙サイズ：A4 

• 余白：上は 35mm、他は 30mm 

• 本文：40 字×35 行、MS 明朝 10.5p 

• タイトル：MS ゴシック 14p 

• 英文タイトル：Century 太字 10.5p 

• 氏名：MS ゴシック 12p 

• 「要旨」の文字：MS ゴシック 11p 

• 要旨の本文：MS 明朝 10p 

• 「キーワード」の文字：MS ゴシック 11p 

• キーワード：MS 明朝 10.5p 

• ０、１、２…（節の番号）：全角ゴシック 11p 

• 1.1、1.1.1…（節の下位番号）：半角ゴシック 10.5p 

• 「参考文献」「引用文献」の文字：MS ゴシック 11p 

• 参考文献、引用文献の文字：MS 明朝 10p 

• 参考文献、引用文献における和書名：『 』で囲む 

• 参考文献、引用文献における洋書名：イタリック体にする 

• 注は脚注とし、10p MS 明朝とする 

 

※ ゴシックは太字ではなく、標準の字体でよい。英字は、Century で統

一。 

 

著作権規定 

 

『一橋大学国際教育交流センター紀要』に掲載された論文・研究ノート・報告等の原稿の

著作権は一橋大学国際教育交流センターに帰属するものとします。また、一橋大学国際教育

交流センターは、掲載原稿を電子的な手段で配布する権利を有するものとします。 

著者が掲載原稿を自身の著作物に掲載したり、電子的な手段で公開・配布したりすること

は認められます。ただし、その原稿が『一橋大学国際教育交流センター紀要』に掲載された

ものであることを、号数などを含めて明示しなければなりません。 


